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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第２部門第１区分
【発行日】平成27年6月25日(2015.6.25)

【公表番号】特表2014-519404(P2014-519404A)
【公表日】平成26年8月14日(2014.8.14)
【年通号数】公開・登録公報2014-043
【出願番号】特願2014-510914(P2014-510914)
【国際特許分類】
   Ｂ０１Ｄ  53/94     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  29/74     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/08     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/24     (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/023    (2006.01)
   Ｆ０１Ｎ   3/035    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ０１Ｄ   53/36     １０４Ａ
   Ｂ０１Ｄ   53/36     １０４Ｚ
   Ｂ０１Ｊ   29/74     ＺＡＢＡ
   Ｆ０１Ｎ    3/08     　　　Ｂ
   Ｆ０１Ｎ    3/24     　　　Ｃ
   Ｆ０１Ｎ    3/24     　　　Ｅ
   Ｆ０１Ｎ    3/02     ３２１Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月8日(2015.5.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　供給口末端と排出口末端、供給口末端と排出口末端の間で軸方向に伸びる基材、この壁
面流型フィルター基材の内壁で区切られた複数の流路を有する壁面流型基材を含む触媒担
持すすフィルターであって、
　その複数の流路が、開放供給口末端と閉鎖排出口末端とをもつ供給口流路と、閉鎖供給
口末端と開放排出口末端とをもつ排出口経路を有し、
　特定の供給口流路と隣接する排出口経路と上記供給口と上記排出口経路の間の内壁が全
流路を構成し、
　上記全流路の少なくとも２０％の内壁が、少なくとも部分的に第一皮膜と第二皮膜で覆
われ、
　ある少なくとも部分的に覆われた全流路の内壁が、開放供給口末端から第一皮膜末端に
伸びる、第一皮膜長の第一皮膜を有し、この第一皮膜長が基材の軸方向の長さのｘ（％）
であり、２０≦ｘ≦１００であり、
　上記全流路の内壁がさらに第一皮膜の下流に位置する第二皮膜を有し、この第二皮膜が
、基材の軸方向の長さのｙ（％）の第二皮膜長をもち、２０≦ｙ≦１００であり、
　上記第一皮膜と第二皮膜が、基材の軸方向の長さの少なくとも２０％の長さで重なり、
　第一皮膜が、白金（Ｐｔ）とパラジウム（Ｐｄ）を含む酸化触媒を含み、第一皮膜中で
、Ｐｔ：Ｐｄの質量比が１：０から１：１より大きく、
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　第二皮膜が、ＰｄとＰｔを含む酸化触媒を含み、第二皮膜中のＰｔ濃度が第一皮膜中の
Ｐｔ濃度より低く、第二皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比が１：１～０：１であり、
　第一皮膜と第二皮膜が、この壁面流型基材上に、第一皮膜の負荷量（ｇ／ｉｎｃｈ３（
ｇ／（２．５４ｃｍ）３）：第二皮膜の負荷量（ｇ／ｉｎｃｈ３（ｇ／（２．５４ｃｍ）
３）の比率として計算した皮膜負荷比が、０．２５～３の範囲で存在する触媒担持すすフ
ィルター。
【請求項２】
　第二皮膜が開放供給口末端から第二皮膜末端に伸び、第二皮膜の長さが基材の軸方向の
長さのｙ％となっている請求項１に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項３】
　第二皮膜が開放排出口末端から第二皮膜末端に伸び、第二皮膜の長さが基材の軸方向の
長さのｙ％となっている請求項１に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項４】
　ｘが２０～８０の範囲である請求項１～３のいずれか一項に記載の触媒担持すすフィル
ター。
【請求項５】
　上記皮膜負荷比が０．７５～１．２５の範囲である請求項１～４のいずれか一項に記載
の触媒担持すすフィルター。
【請求項６】
　第一皮膜の負荷量が、０．０５～１ｇ／ｉｎｃｈ３（ｇ／（２．５４ｃｍ）３）の範囲
であり、第二皮膜の負荷量が、０．０５～１ｇ／ｉｎｃｈ３（ｇ／（２．５４ｃｍ）３）
の範囲である請求項１～５のいずれか一項に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項７】
　第一皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比が１：０～２：１の範囲である請求項１～６のいずれ
か一項に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項８】
　第一皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比が１：０である請求項１～７のいずれか一項に記載の
触媒担持すすフィルター。
【請求項９】
　第二皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比が１：２～０：１の範囲である請求項１～８のいずれ
か一項に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項１０】
　第二皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比が０：１である請求項１～９のいずれか一項に記載の
触媒担持すすフィルター。
【請求項１１】
　第一皮膜中のＰｔとＰｄの総質量の第二皮膜中のＰｄとＰｔの総質量に対する質量比が
１：６～１０：１の範囲である請求項１～１０のいずれか一項に記載の触媒担持すすフィ
ルター。
【請求項１２】
　第一皮膜中のＰｔとＰｄの総質量の第二皮膜中のＰｄとＰｔの総質量に対する質量比が
１：６～２：１の範囲である請求項１１に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項１３】
　第一皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比が１：０であり、Ｐｔの濃度が０．５～１ｇ／ｆｔ３

（ｇ／（３０．４８ｃｍ）３）の範囲であり、第二皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比が０：１
であり、Ｐｄの濃度が０．５～３ｇ／ｆｔ３（ｇ／（３０．４８ｃｍ）３）の範囲である
請求項１２に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項１４】
　第一皮膜中のＰｔとＰｄの総質量の第二皮膜中のＰｄとＰｔの総質量に対する質量比が
２．４：１～１０：１の範囲である請求項１１に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項１５】
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　第一皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比が１：０～１：１の範囲であり、Ｐｔの濃度が５～１
００ｇ／ｆｔ３（ｇ／（３０．４８ｃｍ）３）の範囲であり、第二皮膜中のＰｔ：Ｐｄの
質量比が０：１～１：１の範囲であり、Ｐｄの濃度が１～３０ｇ／ｆｔ３（ｇ／（３０．
４８ｃｍ）３）範囲である請求項１４に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項１６】
　第一皮膜に含まれる酸化触媒がＰｔとＰｄからなり、第二皮膜に含まれる酸化触媒がＰ
ｄからなる請求項１～１５のいずれか一項に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項１７】
　上記第一皮膜と第二皮膜が、それぞれの白金族金属用の少なくとも一種の多孔性支持体
材料を有し、該少なくとも一種の第一皮膜の多孔性支持体材料が、ＣｅＯ２：４５質量％
とＺｒＯ２：４３．５質量％、Ｌａ２Ｏ３：８質量％、Ｐｒ６Ｏ１１：２質量％、ＨｆＯ

２：１．５質量％からなるセリア－ジルコニア材料を含み、該第二皮膜の少なくとも一種
の多孔性支持体材料が、ＣｅＯ２：４５質量％とＺｒＯ２：４３．５質量％、Ｌａ２Ｏ３

：８質量％、Ｐｒ６Ｏ１１：２質量％、ＨｆＯ２：１．５質量％からなるセリア－ジルコ
ニア材料を含む請求項１～１６のいずれか一項に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項１８】
　第一皮膜の支持体材料がＡｌ２Ｏ３を含み、第二皮膜の支持体材料がＡｌ２Ｏ３を含む
請求項１７に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項１９】
　上記壁面流型基材の、ＤＩＮ－６６１３３の水銀空隙率測定により求めた空隙率が３８
～７５の範囲である請求項１～１８いずれか一項に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項２０】
　ディーゼルエンジン排出流処理システム中に含まれる請求項１～１９のいずれか一項に
記載の触媒担持すすフィルターであって、該システムがさらに、排気マニホルドを経由し
てディーゼルエンジンに流体的に連通している排気管と、さらに該触媒担持すすフィルタ
ーに流体的に連通している以下のもの：ディーゼル酸化触媒（ＤＯＣ）と選択的触媒的還
元（ＳＣＲ）装置、ＮＯｘ貯蔵還元（ＮＳＲ）触媒装置の一つ以上を含んでいる触媒担持
すすフィルター。
【請求項２１】
　ＤＯＣの下流に設けられる請求項２０に記載の触媒担持すすフィルター。
【請求項２２】
　ディーゼルエンジン排出流処理の方法で使用するための請求項１～２１のいずれか一項
に記載の触媒担持すすフィルターであって、該排気流がすす粒子を含み、該方法が、排気
流を上記触媒担持すすフィルターに接触させることを含む触媒担持すすフィルター。
【請求項２３】
　請求項１～１８いずれか一項に記載の触媒担持すすフィルターの製造方法であって、
　（ｉ）壁面流型基材を提供する工程（ただし、この壁面流型基材が、供給口末端と、排
出口末端、供給口末端と排出口末端間で軸方向に伸びる基材、この壁面流型基材の内壁で
区切られた複数の流路をもち、その複数の流路が、開放供給口末端と閉鎖排出口末端とを
もつ供給口流路と、閉鎖供給口末端と開放排出口末端とをもつ排出口経路を有し、特定の
供給口流路と隣接する排出口経路と上記供給口と上記排出口経路の間の内壁が全流路を構
成している）と、
　（ｉｉ）上記全流路の少なくとも２０％の内壁の少なくとも一部に第一皮膜を塗布する
工程（ただし、第一皮膜が開放供給口末端から第一皮膜末端まで伸びて、第一皮膜長を形
成し、その第一皮膜長は基材の軸方向の長さのｘ％である（２０≦ｘ≦１００）、かくし
て第一皮膜の負荷量を予め定められた値に調整し、上記第一皮膜が白金（Ｐｔ）とパラジ
ウム（Ｐｄ）を含む酸化触媒を含み、第一皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比が１：０から１：
１より大きな範囲である）、
　（ｉｉｉ）第一皮膜の下流の全流路の内壁の少なくとも一部に第二皮膜を塗布する工程
（ただし、この第二皮膜長は基材の軸方向の長さのｙ％（２０≦ｙ≦１００）であり、こ
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のため上記第一皮膜と第二皮膜が基材の軸方向の長さの少なくとも２０％の長さで重なり
、かくして、第二皮膜の負荷量を予め定められた値に調整し、壁面流型基材上に、第一皮
膜の負荷量（ｇ／ｉｎｃｈ３（ｇ／（２．５４ｃｍ）３）：第二皮膜の負荷量（ｇ／ｉｎ
ｃｈ３（ｇ／（２．５４ｃｍ）３）の比として計算された皮膜負荷比が０．２５～３の範
囲で存在するようにし、この第二皮膜がＰｄとＰｔを含む酸化触媒を含み、第二皮膜中の
Ｐｔ濃度が第一皮膜中のＰｔ濃度より低く、第二皮膜中のＰｔ：Ｐｄの質量比は１：１～
０：１の範囲である）を含む方法。
【請求項２４】
　工程（ｉｉｉ）が工程（ｉｉ）の前に行われ、第二皮膜が開放供給口末端から第二皮膜
末端に伸びるように塗布され、第二皮膜の長さを基材の軸方向の長さのｙ％とする請求項
２３に記載の方法。
【請求項２５】
　工程（ｉｉｉ）が工程（ｉｉ）の前に、同時に、あるいはその後で行われ、第二皮膜が
開放供給口末端から第二皮膜末端に伸びるように塗布され、第二皮膜の長さを基材の軸方
向の長さのｙ％とする請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　排気マニホルドを経由してディーゼルエンジンに流体的に連通している排気管と、請求
項１～１９のいずれか一項に記載の触媒担持すすフィルターと、該触媒担持すすフィルタ
ーに流体的に連通している一基以上の以下の装置：ディーゼル酸化触媒（ＤＯＣ）と選択
的触媒的還元（ＳＣＲ）装置とＮＯｘ貯蔵還元（ＮＳＲ）触媒装置、を含むディーゼルエ
ンジン排出流処理システム。
【請求項２７】
　上記触媒担持すすフィルターがＤＯＣの下流に設けられる請求項２６に記載のシステム
。
【請求項２８】
　すす粒子を含むディーゼルエンジン排出流の処理方法であって、該排気流を請求項１～
１９のいずれか一項に記載の触媒担持すすフィルターに接触させることを含む方法。
【請求項２９】
　さらにＤＯＣ後または触媒担持すすフィルター後の排気流を選択的触媒的還元（ＳＣＲ
）装置に導く請求項２８に記載の方法。


	header
	written-amendment

